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研究成果の概要（和文）： 小児がんリハビリテーションの安全性，有用性に関して，研究を行った．小児がん
患者におけるリハビリテーション診療は，個々の児の状態や環境設定に配慮を行えば，充分安全に実施が可能で
あると考えられ，入院中における生活の質向上のほか，退院後の社会生活や活動・参加の拡大への支援において
さらなる役割を果たせる可能性がある．今後の小児がん患者のリハビリテーション診療の展望として，小児にお
けるさらなる科学的根拠の蓄積と，診療体制の整備が課題である．

研究成果の概要（英文）：We investigated the status, safety, and efficacy of rehabilitation treatment
 for childhood cancer patients. Rehabilitation treatment can be performed safely enough if the 
conditions and environments of pediatric patients are adequately considered. This may improve 
quality of life during hospitalization and contribute to social life, activities, and participation 
after discharge. The future of rehabilitation medicine for pediatric cancer patients requires 
further scientific evidence in pediatric patients and development of medical treatment systems.

研究分野：小児リハビリテーション医学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 小児がん患者におけるリハビリテーション治療の安全性，有用性に関して，研究を行いました．個々の児の状
態や環境設定に配慮を行えば，充分安全に実施が可能であり，入院中における生活の質向上のほか，退院後の社
会生活や活動・参加の拡大への支援においてさらなる役割を果たせると考えられました．小児がん患者における
リハビリテーション治療のさらなる科学的根拠の蓄積，診療体制の整備により，よりよいリハビリテーション治
療ができると考えられます．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本邦では 2006年にがん対策基本法が制定され，また 2016年に同改正法が成立し，がん治療 
の進歩に伴い，治療後も社会復帰する人が増加を辿ってきた．2016 年に新たに診断されたがん
（全国がん登録）は 99.5万例とされる．一方，小児・AYA（adolescent and young adult；思春
期・若年成人）世代で 1年間にがんと診断される数は，2009-2011年の推計では，小児（0～14
歳）で 2,100例，15～19歳で 900例，20歳代で 4,200例，30歳代で 16,300例とされる(国立
がん研究センターがん情報サービス)．がん治療の進歩により，治療の成績が向上し，がん患 
者の生存期間は長期化している． 
平成 30 年厚生労働省告示第 43 号「診療報酬の算定方法の一部を改正する件」により，治療
と仕事の両立支援に関する診療報酬として「療養・就労両立支援指導料」が新設されたものの，
この対象は産業医が選任されている事業所に就労している者に限られており，小児は対象外で
ある．小児においてもがん療養と，社会参加（未就学児の場合は保育園や幼稚園等への就園・復
園，学童の場合は小学校や中学校・高等学校への就学や復学）との両立支援に，がん診療の現場
で大きな問題となっている一方，成人と比べその必要性・重要性に対する評価が追い付いていな
い状況であった． 
 がん患者に対するリハビリテーションは，安全に実施可能であり有効性があると示されつつ
あった．がんのリハビリテーションに関する包括的なガイドラインは，American CancerSociety
による”Nutrition and physical activity during and after cancer treatment”(2003, 2006)，
American College of Sports Medicine による”  American College of Sports Medicine 
roundtable onexercise guidelines for cancer survivors”(2010)等があるほか，本邦では公益社
団法人日本リハビリテーション医学会編より「がんのリハビリテーションガイドライン」(2013)
が発刊され，その中では，例えば化学療法・放射線療法中もしくは治療後の患者に対して，運動
療法は身体活動性・身体機能（筋力，運動耐用能など）の改善，quality of lifeの改善，倦怠感
の改善，精神機能・心理面の改善，嘔気・嘔吐などの有害事象の改善に効果があり，リハビリテ
ーションを行うよう強く勧められていた．しかしながら，それらは主に乳がん，前立腺がん（こ
れらは成人特有のがんである）のほか血液腫瘍における研究が根拠となっていて，国内外とも小
児がんに対するリハビリテーションの知見は少ない状況であった． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，成人に比べエビデンスの少ない，小児がん患者に対するリハビリテーシ 
ョン治療の，安全性，有効性を明らかにすることである．本研究課題の核心をなす学術的な問い
とは，小児がん患者に対してリハビリテーション治療は有効なのかどうか，また，どうすれば安
全に行うことができるのか，である．特に，成人と同様に運動療法が身体活動性・身体機能（筋
力，運動耐用能など）の改善，精神機能・心理面の改善に有効であるかどうかのほか，社会復帰
（保育園・幼稚園・小学校・中学校・高等学校等への就園および就学・復園および複学）に良い
影響を与えることができるかどうか，である．最終的な目標は，安全かつ有効なリハビリテーシ
ョン治療を行うことで，小児がん患者の学校生活などへの社会復帰を促進し，将来の就労などの
社会参加の拡大を促進することである．これらに役立つ知見を得ることが本研究の目的である． 
 
３．研究の方法 
 静岡県立こども病院の入院患者で，化学療法などのがん治療を行い，がんリハビリテーション
を実施する小児を対象として，運動機能，社会生活能力を評価した．運動機能については，重心
動揺計を使用してバランス能力を評価した．また，リハビリテーション治療の安全性・有用性に
関して，当院は長期間にわたる小児がん患者のリハビリテーション診療の蓄積があることを生
かし，診療録の後方視的調査を実施した．さらに，小児がん治療中の患児のみならず，すでに小
児がん治療が行われた後のがんサバイバーについても身体機能や高次脳機能の問題を抱えてい
て，リハビリテーション評価・治療の対象となりうること，需要が大きいことが明らかになった
ため，小児がんサバイバーにおけるリハビリテーション治療についても調査を追加した． 
 
４．研究成果 
 研究期間（2020 年度～2023 年度）中，12 人（血液腫瘍 9人，脳腫瘍 3人）の児およびその保
護者から研究参加の同意を得て，運動機能，社会生活能力を評価した．重心動揺計については，
脳腫瘍の患児の一部で機能低下がみられた．社会生活能力は様々であった． 
 後方視的調査については，2010 年から 2022 年の 12 年間に静岡県立こども病院にて小児がん
により入院しリハビリテーション診療を実施した児は 213 人（226 例）を対象に行った．リハビ
リテーション診療における有害事象については，国立大学附属病院における医療上の事故等の
公表に関する指針 (改訂版)のインシデント影響度分類における，レベル 3b 以上の事例はなか
った． 
 小児がんサバイバーにおけるリハビリテーション治療については，10 年以上の長期フォロー



アップをしている児もいて，特に合併症に関係するものは，がんの主診療科のほか様々な診療科
と連携し，リハビリテーション診療の知識や技術を総動員した取り組みを要することが多い．制
度上の問題点としては，外来ではがん患者リハビリテーション料の算定ができないことが挙げ
られ，がんおよびその治療に起因する易疲労性，認知機能低下や高次脳機能障害といった症状は，
復学や就労といった社会生活に大きく影響するため，リハビリテーション診療でどのように対
応していくかは今後の課題であると考えられた． 
 上記研究成果については，雑誌論文計 3件，学会発表計 4件にて公表を行った．小児がん患者
におけるリハビリテーション治療のさらなる科学的根拠の蓄積，診療体制の整備により，よりよ
いリハビリテーション治療ができると考えられ，それらに寄与すると考える． 
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